
、

I

月
は
西
よ
り
出
て
東
を
照
し
、
日
は
東
よ
り
出
て
西
を
照
す
。
佛
法
も
叉
以
て
是
の
如
し
。
正
像
に
は
西
よ
り
東
に
向
ひ
、
末
法
に
は

東
よ
り
西
に
往
く
。
妙
樂
云
く
、
豈
中
國
に
法
を
失
ふ
て
之
を
凹
維
に
求
る
に
非
歩
乎
等
云
云
…
・
・
・
（
顯
佛
未
來
記
）

戦
禰
に
護
る
人
さ
へ
無
い
支
那
の
古
寺
の
裡
で
、
携
行
の
御
妙
判
を
拝
讃
す
る
時
、
佛
法
西
漸
の
諜
識
は
正
に
今
資
現
す
る
の
時
期
で

は
あ
る
ま
い
か
と
全
身
を
絞
る
様
な
感
激
が
涌
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

支
那
の
佛
法
は
己
に
亡
ん
で
仕
舞
っ
た
と
云
っ
て
も
よ
い
程
無
力
な
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
。
傳
道
を
使
命
と
す
べ
き
僧
侶
は
、
民
衆
の

最
蓮
房
御
返
事
云
我
等
末
法
濁
世
に
生
を
大
日
本
國
に
う
け
黍
も
諸
佛
出
世
の
本
懐
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
經
を
口
に
唱
へ
心
に
信
じ

身
に
持
ち
手
に
翫
ぶ
事
こ
れ
偏
に
過
去
の
宿
習
な
る
か
（
八
三
七
）

【
一
元
】

資
相
抄
云
日
蓮
も
し
｛

ぴ
か
ん
と
思
へ
ば
な
り
。

最
蓮
房
御
返
事
云
我
雄

日
蓮
も
し
や

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意六

萬
恒
沙
の
地
涌
の
菩
薩
の
春
鴎
に
も
や
あ
る
ら
ん
。

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意

佛
法
西

（
九
六
四
）

漸

南
無
妙
法
蓮
華
經
と
唱
へ
て
日
本
國
の
男
女
を
み
ち

結

城
瑞
光

一

九
二

輯



■

信
葱
を
離
れ
て
潤
善
的
な
所
行
に
浦
足
し
、
寺
塔
は
徒
ら
に
莊
嚴
の
煙
り
に
暗
く
僅
か
に
一
部
の
佛
教
居
士
に
依
雲
Ｌ
佛
法
の
祗
會
性
を

見
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
落
莫
た
る
現
時
の
支
那
佛
教
界
を
蘇
生
さ
す
爲
に
は
虞
に
救
濟
力
を
有
す
る
大
乘
佛
教
と
之
が
指
導
に
任
ず
る

聖
者
と
を
渇
仰
し
て
止
ま
ぬ
歌
態
で
あ
る
。

斯
の
絶
好
の
機
會
に
於
て
大
乘
佛
教
の
發
展
地
た
る
日
本
の
眞
佛
教
を
麿
土
に
移
し
て
、
支
那
國
土
の
開
頴
と
民
衆
の
救
濟
を
行
ふ
い

と
は
日
本
佛
教
徒
の
佛
勅
腫
答
の
淨
行
で
あ
る
と
恩
ふ
。

今
日
の
備
勢
か
ら
推
し
て
考
へ
る
と
、
六
百
五
十
餘
年
前
租
命
を
受
け
て
遠
く
異
境
に
外
人
布
教
せ
ら
れ
た
日
持
上
人
の
壯
行
は
、
唯

敬
歎
鐡
仰
の
外
は
無
い
。
然
し
爾
來
上
人
の
先
駆
殉
教
に
総
い
で
海
外
博
道
に
骨
を
埋
め
た
者
は
何
人
あ
ら
う
か
，
恩
へ
ば
慨
嘆
に
堪
へ

踊
踏
す
る
日
本
の
宗
教
界
、
后
堂
相
摩
す
る
内
地
の
佛
教
界
、
互
ひ
に
喘
ぎ
な
が
ら
島
國
根
性
で
凝
結
し
た
習
慣
は
折
角
海
外
傳
道
に

進
出
し
て
も
常
に
其
對
告
衆
は
在
外
の
日
本
人
で
あ
っ
て
、
外
人
に
對
す
る
穣
極
的
な
布
激
活
動
は
行
は
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
態
度
は

佛
教
の
本
質
か
ら
し
て
も
改
め
想
ば
な
ら
ね
誤
謬
で
今
後
は
大
い
に
對
外
人
の
布
教
を
昌
ん
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

從
來
海
外
布
教
と
云
へ
ぱ
兎
角
欧
米
を
對
象
と
す
る
聯
想
が
邪
魔
を
し
て
一
番
近
接
し
た
外
國
の
支
那
に
對
し
て
は
過
去
の
戦
零
史
や

民
族
の
文
化
史
的
方
面
か
ら
軽
脱
す
る
一
種
の
僻
が
あ
る
こ
と
は
事
資
で
、
斯
う
し
た
自
己
優
越
感
に
浸
っ
て
ゐ
る
間
に
對
支
理
解
は
懸

佛
法
西
漸
の
時
期
に
際
會
し
た
本
化
の
門
下
は
日
持
上
人
の
後
噸
を
拝
し
て
死
身
弘
法
の
覺
悟
を
持
っ
て
對
支
布
教
に
進
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。

な
い
次
第
で
あ
る
。

對
支
布
敦
と
我
徒
の
用
意

支
那
布
教
へ
の
關
心

一

九
三



。
宣
教
師
の
傳
這
は
夫
れ
自
鵠
と
し
て
は
榊
の
限
り
な
い
恩
寵
を
悩
め
る
人
觜
に
施
す
と
い
ふ
祁
聖
な
宗
教
の
宣
布
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

這
時
事
愛
の
勃
發
は
天
耐
榊
助
と
も
い
ふ
べ
き
理
由
を
各
方
面
か
ら
首
肯
し
得
ら
れ
る
。
即
ち
東
洋
に
於
け
る
我
邦
の
存
在
意
義
を
確

立
す
る
と
共
に
世
界
各
國
が
日
本
の
正
義
公
道
に
三
嘆
し
日
本
を
頼
む
に
あ
ら
ざ
れ
ば
世
界
の
平
和
を
望
む
こ
と
は
難
い
と
自
覺
さ
せ
る

爲
で
あ
る
。
日
本
國
家
の
興
隆
に
力
あ
る
我
佛
教
は
國
威
顯
揚
と
共
に
迷
へ
る
支
那
民
衆
を
救
ふ
く
く
衝
乎
た
る
決
心
を
以
て
積
極
的
に

進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
對
告
衆
は
支
那
人
で
從
前
の
様
な
日
本
人
相
手
の
教
會
建
設
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
從

來
の
稀
薄
な
對
支
観
念
を
根
本
か
ら
是
正
し
て
「
現
在
の
支
那
を
日
本
佛
教
の
力
で
救
濟
す
る
」
と
い
ふ
大
目
的
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
廣

い
意
味
に
於
け
る
日
本
佛
識
徒
の
國
策
参
與
は
不
可
能
な
こ
と
に
な
り
維
る
の
で
あ
る
。
況
や
直
接
當
面
の
責
任
あ
る
本
化
門
下
は
此
際

重
大
な
攝
悟
を
披
瀝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
那
に
於
け
る
外
國
宗
教
運
動
が
如
何
に
重
大
な
影
響
を
與
へ
て
ゐ
る
か
に
就
て
基
督
教
の
發
展
情
勢
を
日
本
佛
教
徒
の
参
考
と
し
て

通
観
す
る
必
要
が
あ
る
。

絶
さ
れ
、
そ
の
間
隙
に
乗
じ
て
第
三
國
が
經
濟
に
教
化
に
利
権
を
伸
張
し
て
來
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

人
口
大
約
四
億
八
千
萬
を
有
し
天
産
物
資
の
蝋
富
な
隣
邦
支
那
を
布
教
の
對
象
と
せ
ず
今
日
に
至
っ
て
排
日
抗
日
の
清
算
の
爲
に
莫
大

な
犠
牲
を
挑
ふ
こ
と
は
平
素
の
關
心
が
足
り
な
か
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
無
く
、
殊
に
容
共
抗
日
の
精
祁
的
運
動
に
依
っ
て
國
を
誤

り
東
洋
の
平
和
を
乱
さ
し
た
こ
と
は
日
本
宗
教
家
と
し
て
佛
法
西
漸
の
豫
識
が
あ
る
に
對
し
て
も
申
諜
の
無
い
結
果
と
云
は
い
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。 對

支
布
竣
と
我
徒
の
用
意

在
支
埜
督
激

口

情

勢

九
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F

ろ
が
、
宣
教
師
の
進
州
す
る
背
後
か
ら
常
に
宣
教
師
の
母
國
た
る
國
家
が
利
椛
独
得
に
乗
り
出
て
く
る
事
を
見
逃
す
こ
と
は
能
き
な
い
。

基
督
教
が
支
那
へ
入
っ
た
の
は
蓄
教
が
西
暦
六
四
○
年
唐
の
大
宗
頃
で
ペ
ル
シ
ャ
の
僧
阿
羅
本
が
長
安
で
奮
教
を
弘
め
た
の
が
最
初
で
あ

る
。
新
激
は
西
暦
一
八
○
七
年
英
人
画
噸
ハ
ー
ト
。
モ
リ
ソ
ン
が
南
洋
へ
来
て
傳
道
を
開
始
し
て
支
那
へ
渡
っ
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
雨

教
の
不
屈
な
傳
道
が
今
日
の
盛
況
を
來
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
最
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
布
教
の
自
由
を
捷
ち
得
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
新
教
が
渡
っ
て
三
十
五
年
後
の
道
光
二
十
二
年
南
京
條
約
に
よ
る
布
教
の
公
認
で
、
之
あ
る
た
め
に
英
米
佛
等
の
諸
國
が
今
日
支

那
に
於
け
る
淵
い
地
盤
を
得
て
欧
米
依
存
の
藍
を
銀
げ
さ
せ
る
基
本
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
雨
教
の
在
支
發
展
情
勢
を
一
覧
し
て
見
よ

奮
教
は
蒙
古
を
加
へ
て
二
十
大
教
砿
百
二
十
小
教
匝
に
分
っ
て
外
人
宣
教
師
二
、
六
三
六
。
支
人
宣
教
師
一
、
八
二
二
。
外
人
修
士
五
七

四
ｏ
支
人
修
士
六
八
九
ｏ
外
女
人
修
士
二
、
一
二
○
．
支
女
人
修
士
三
、
六
二
六
。
教
會
數
約
一
萬
五
千
。
信
徒
數
二
、
九
三
四
、
一
．
七
五
。

教
育
事
業
は
大
學
二
。
中
學
高
級
一
○
三
、
初
級
四
五
○
（
高
級
は
六
年
制
、
初
級
は
四
年
制
）
生
徒
数
二
五
、
三
九
四
。
小
學
校
三
、
八

三
三
、
生
徒
数
一
五
五
、
二
八
○
．
貧
兇
學
校
及
托
兇
所
二
、
八
二
七
。
兒
龍
数
二
三
二
、
七
七
五
。
職
業
學
校
七
八
九
。
生
徒
数
不
明
。

枇
會
事
業
と
し
て
は
醤
院
二
三
六
。
患
者
九
○
、
四
五
二
。
施
療
所
一
、
○
○
二
。
施
療
患
者
數
九
、
八
六
四
、
五
二
七
。
癩
病
院
九
・
收
容

患
者
一
＄
一
四
○
．
養
老
院
二
三
六
。
收
容
數
六
、
三
三
一
・
孤
兒
院
四
一
五
。
收
容
兒
童
二
七
、
八
六
八
。
給
食
嬰
兒
童
七
三
、
一
二
七
。

此
外
各
種
の
斌
會
事
業
を
施
設
し
相
営
の
成
績
を
畢
げ
て
ゐ
る
。

新
教
は
何
れ
劣
ら
ぬ
設
備
に
全
力
を
識
し
て
ゐ
る
。

教
育
事
業
に
於
て
は
大
學
一
○
、
高
等
専
門
學
校
二
、
畢
生
合
計
六
、
六
九
六
。
中
學
二
六
九
、
生
徒
数
四
七
、
九
四
○
．
小
學
校
一
、

○
○
○
以
上
で
生
徒
数
約
一
五
○
、
○
○
○
以
上
外
に
盲
唖
學
校
九
等
が
あ
る
。

』
『
ノ
◎

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意

一
九
五



、
Ｔ
９

祗
會
事
業
で
は
醤
院
二
三
二
、
患
渚
三
、
九
四
二
、
六
○
四
。
癩
病
院
二
一
、
收
容
患
者
一
、
七
一
二
。
孤
兒
院
六
○
．
貧
不
具
養
老
救

濟
機
關
一
○
、
收
容
者
不
詳
。
（
以
上
上
海
前
田
牧
師
の
厚
意
と
中
華
奎
國
教
勢
統
計
一
九
三
七
年
版
参
照
）

之
等
を
國
民
政
府
の
直
接
關
係
に
風
す
る
教
育
、
祇
會
各
方
面
の
事
業
と
比
較
す
れ
ば
教
育
に
於
て
大
學
だ
け
が
十
分
の
一
で
あ
る
が

中
學
も
小
學
も
約
半
分
で
あ
り
、
献
會
事
業
に
至
っ
て
は
全
つ
き
り
政
府
が
基
督
教
の
足
許
に
も
及
ば
ぬ
有
様
で
あ
る
。

更
に
之
に
對
し
て
支
那
在
來
の
各
宗
教
團
鰐
の
祗
會
的
施
設
を
見
る
時
唯
餘
り
に
も
無
力
無
活
動
で
あ
る
と
云
ふ
他
は
な
い
の
で
、
佛

教
の
如
き
は
僧
侶
七
十
閥
も
居
な
が
ら
僅
か
に
佛
教
學
校
の
二
三
を
経
賛
し
、
趾
會
事
業
は
僧
侶
の
手
に
は
殆
ど
な
く
熱
心
な
居
士
等
に

よ
っ
て
淨
業
祇
、
世
界
佛
教
居
士
林
等
の
微
糞
た
る
存
在
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
日
本
佛
教
に
至
っ
て
は
御
噺
に
な
ら
な
い
程
度
で
あ
る
。

斯
程
ま
で
に
發
展
し
た
基
督
教
が
眞
賞
支
那
に
對
し
救
濟
指
導
の
本
領
を
遂
げ
得
る
か
と
い
ふ
黙
を
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

在
支
基
督
雨
教
の
博
道
者
に
比
例
し
て
信
徒
数
が
少
い
や
う
に
恩
は
れ
る
が
信
徒
の
内
容
費
質
が
知
識
階
級
で
あ
り
、
有
産
階
級
が
多

い
の
を
知
る
時
其
の
勢
力
は
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
元
來
支
那
民
衆
は
八
割
近
く
ま
で
農
民
で
無
學
な
も
の
が
多
く
、
基
督
教

信
徒
の
指
導
者
的
立
場
に
誘
引
さ
れ
る
こ
と
は
首
肯
し
得
ら
鯉
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
次
事
鍵
が
誘
發
さ
れ
た
原
因
が
西
洋
崇
拝
、
欧
米

依
存
に
あ
る
こ
と
は
全
般
の
悉
知
す
る
と
こ
ろ
で
、
國
家
の
心
臓
と
も
い
ふ
ぺ
き
國
民
政
府
の
最
高
幹
部
は
大
多
数
欧
米
大
學
出
身
の
連

中
で
あ
り
、
基
替
教
信
者
で
あ
る
。
蒋
介
石
自
身
が
宋
美
齢
の
誘
引
で
基
督
教
に
な
っ
た
な
ぞ
は
悲
惨
な
滑
稽
で
あ
り
、
支
那
に
取
っ
て

は
破
滅
の
救
世
主
信
仰
と
云
は
い
ば
な
ら
な
い
。
下
之
を
智
ふ
で
若
い
畢
生
生
徒
が
設
備
の
良
い
基
格
教
系
の
學
校
を
選
ん
で
新
進
振
り

を
發
揮
し
て
欧
米
讃
美
、
日
本
排
撃
を
指
導
す
る
た
め
一
般
庶
民
も
之
に
附
随
し
て
躍
る
の
だ
か
ら
造
り
切
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意

事
錘
と
在
支
基
督
教
の
動
向

－●

九
一空
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個
人
主
義
に
慣
れ
迷
信
に
生
活
を
誤
る
支
那
の
宗
教
、
天
帝
の
愛
に
國
を
責
る
支
那
民
衆
，
彼
等
を
救
濟
し
て
東
洋
和
平
を
招
来
す
る

聖
者
は
誰
で
あ
ら
う
か
。
賀
際
支
那
民
衆
は
永
い
間
苛
求
に
晴
ま
鯉
て
相
互
扶
助
の
概
念
に
乏
し
く
な
っ
て
ゐ
る
し
、
進
ん
で
弧
力
な
る

國
家
を
造
ら
う
と
し
て
も
結
局
は
軍
閥
の
搾
取
に
任
せ
鯨
ば
な
ら
ぬ
破
目
を
自
覺
し
て
ゐ
る
か
ら
偲
人
主
義
に
萎
縮
す
る
の
も
當
然
で
あ

る
。
從
っ
て
宗
教
的
信
念
も
利
己
的
に
趨
る
が
若
し
安
心
し
た
國
家
が
出
現
す
れ
ば
元
來
が
大
人
的
な
民
族
だ
け
に
相
當
祗
會
性
が
發
揮

る
。
彼
等
の
こ
う
し
た
蔭
に
得
意
然
た
る
顔
を
し
て
ゐ
る
も
の
は
誰
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
は
教
育
、
吐
會
事
業
を
看
板
に
す
る
宣
教
師
達

で
狸
い
て
は
東
洋
平
和
攪
飢
の
許
す
べ
か
ら
ざ
る
罪
人
で
あ
る
と
云
は
躯
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

資
に
彼
等
が
宗
教
宣
布
を
理
由
と
し
て
支
那
各
地
に
細
胞
組
織
を
作
り
欧
米
諸
國
の
勢
力
を
伸
張
す
る
塊
柵
と
な
り
、
常
に
國
際
ス
パ

イ
の
暗
躍
、
政
治
的
運
動
の
黒
幕
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
蘇
州
の
宣
教
師
フ
キ
ッ
チ
ャ
ー
が
事
鍵
の
爲
に
紐
育
に
歸
ヘ
リ
、

イ
ヴ
’
一
ン
グ
・
ポ
ス
ト
紙
上
に
發
表
し
た
記
事
な
ぞ
は
其
の
一
端
で
あ
る
が
、
全
貌
を
知
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
、
曰
く
「
十
数
年
前
か

ら
學
生
を
煽
動
し
て
抗
日
運
動
を
激
發
さ
せ
た
こ
と
が
今
日
の
悲
惨
な
戦
敗
を
喫
さ
せ
た
の
だ
か
ら
支
那
に
對
し
て
は
洵
に
申
諜
け
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
率
直
に
自
白
を
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
彼
等
の
行
動
が
充
分
に
解
る
の
で
あ
る
。

文
教
師
等
は
六
ヶ
年
に
一
度
一
ヶ
年
間
歸
省
を
許
さ
れ
る
。
其
間
自
己
の
經
験
と
意
見
と
を
巡
廻
講
淡
で
渡
表
す
る
、
謬
っ
た
観
察
と

自
國
本
位
の
宜
傳
を
鵜
飲
み
に
す
る
國
民
の
譲
畔
が
産
む
日
支
獅
は
非
常
に
危
瞼
な
も
の
で
あ
る
と
云
は
い
ば
な
ら
な
い
。
姓
に
於
て
支

那
に
於
け
る
基
将
教
の
對
漿
に
は
充
分
な
馨
戒
と
指
導
と
を
し
な
け
れ
ば
渦
り
支
那
の
滅
亡
を
來
す
の
み
な
ら
ず
東
洋
平
和
撹
飢
の
罪
を

受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
否
既
に
其
の
反
應
は
現
資
に
醜
態
を
暴
露
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

劉
支
布
教
と
我
徒
の
用
意

日
本
宗
教
の
進
出
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さ
れ
る
と
恩
ふ
。
安
心
し
た
國
家
建
造
と
は
支
那
を
し
て
本
然
の
支
那
の
姿
に
復
遼
さ
せ
る
こ
と
で
，
単
な
る
親
日
運
動
の
弧
制
に
依
っ

て
資
現
す
る
も
の
で
な
く
、
支
那
人
自
身
が
中
國
の
有
す
る
立
場
を
明
確
に
認
識
す
れ
ば
必
然
的
に
現
れ
る
國
家
な
の
で
あ
る
。
即
ち
新

時
代
に
迩
應
し
た
中
剛
の
建
造
は
今
次
事
鍵
の
産
ん
だ
天
與
の
恩
恵
で
賛
に
聖
戦
と
い
ふ
字
句
が
適
切
に
該
當
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
聖
戦
の
意
義
を
宣
揚
す
る
の
が
日
本
宗
教
家
の
分
捲
す
べ
き
一
大
義
務
で
あ
り
一
大
榮
光
で
あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
日
本
宗
教
家
は
如
何
に
し
て
進
州
す
べ
き
か
と
い
ふ
方
法
論
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
瀧
州
や
北
支
に
見
る
様
な
教
會
所
設
立

を
先
駆
と
す
る
か
と
云
ふ
に
然
ら
ず
で
對
内
地
人
布
教
が
目
的
で
な
い
限
り
直
接
支
那
民
衆
に
教
線
を
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

布
教
渚
そ
れ
自
臘
が
支
那
化
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
當
に
支
那
を
救
ふ
と
い
ふ
信
念
が
あ
る
な
ら
和
魂
中
才
で
無
け
れ
ば
効
果
は

肇
が
ら
な
い
。
而
も
最
初
か
ら
自
宗
の
教
義
宣
布
を
表
面
に
し
た
の
で
は
支
那
人
が
寄
り
附
き
難
い
。
日
本
も
知
ら
な
い
、
宗
教
の
泄
會

性
も
御
存
知
な
い
民
衆
に
日
本
流
の
宣
傳
を
眞
向
か
ら
行
ふ
こ
と
は
遠
慮
す
る
よ
り
寧
ろ
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
る
。

此
際
は
日
本
國
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
邇
佛
教
的
な
立
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
勿
論
自
己
の
宗
教
は
其
中
に
自
ら
光
を
放
す
こ
と
に
は
な

る
が
裁
暫
ら
く
は
民
衆
宣
撫
の
第
一
線
に
立
っ
て
日
本
の
宗
教
家
は
斯
く
も
民
衆
指
導
に
賞
践
窮
行
す
る
と
い
ふ
弧
い
概
念
を
持
た
せ
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
同
時
に
日
本
宗
教
家
と
民
衆
の
握
手
に
支
那
の
宗
教
家
が
沈
獄
し
て
居
ら
れ
ぬ
や
う
に
之
叉
指
導
と
援
助
を
す
れ

ば
日
本
宗
教
の
支
那
進
出
が
一
層
の
迫
力
を
持
っ
て
結
實
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

雛
支
鵬
懲
の
聖
戦
に
對
し
て
國
民
精
紳
總
動
員
が
決
定
し
た
。
我
宗
に
於
て
は
望
月
管
長
以
下
宗
門
総
素
一
統
の
扱
間
な
團
結
は
所
謂

宗
門
の
動
員
と
な
っ
て
内
に
は
銃
後
の
談
り
を
全
ふ
し
、
外
に
は
從
軍
傭
、
皇
軍
慰
問
使
の
派
遣
と
な
り
、
更
に
特
筆
す
べ
き
は
前
例
の

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意

我
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ノ

な
い
宣
撫
教
化
使
の
選
抜
で
あ
っ
た
。

北
支
に
於
け
る
開
教
所
、
日
語
學
校
等
の
開
設
に
對
し
て
中
支
方
面
は
僅
か
に
南
京
寺
一
ヶ
所
の
み
、
然
も
私
が
従
軍
を
命
ぜ
ら
れ
て

既
に
一
ヶ
年
、
省
み
て
漸
槐
に
堆
え
ぬ
次
第
で
あ
る
が
、
幸
ひ
に
し
て
宗
門
當
局
の
對
支
観
念
と
方
針
と
が
國
策
の
遂
行
に
協
力
し
て
、

眼
前
の
形
式
に
囚
れ
ず
、
軍
の
民
衆
宜
撫
工
作
の
完
成
に
後
記
の
青
年
僧
を
其
の
一
員
に
採
用
を
願
ひ
、
現
在
血
塗
に
な
っ
て
救
濟
指
導

に
活
動
を
綴
け
さ
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
經
験
と
熱
心
な
者
で
な
け
れ
ば
將
來
の
對
支
布
教
が
起
き
る
も
の
で
は
な
い
。
徒
ら

に
法
衣
を
鰹
ふ
て
布
施
を
待
つ
が
如
き
態
度
で
は
到
底
宗
門
の
大
責
任
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

宗
門
派
遣
の
穴
撫
員
中
に
は
新
聞
の
發
行
、
學
校
の
經
螢
、
難
民
の
救
濟
叉
は
寺
廟
の
復
活
、
民
衆
の
指
導
等
に
或
者
は
鍍
任
或
者
は

寓
能
の
活
躍
然
も
何
時
突
發
す
る
や
計
ら
れ
ぬ
敗
残
兵
の
襲
撃
防
禦
、
討
伐
行
動
等
全
く
内
地
で
は
老
へ
ら
れ
ぬ
や
フ
な
危
険
と
複
雑
な

役
目
で
あ
る
。
こ
の
人
変
に
宗
門
の
將
來
を
期
待
し
て
ゐ
る
が
叉
一
面
心
身
の
疲
勢
、
途
上
の
愛
化
等
賓
に
心
配
の
種
は
あ
る
が
大
部
分

が
宗
門
發
展
の
素
地
を
造
る
も
の
と
深
く
信
じ
て
ゐ
る
。

近
時
南
支
に
戦
線
が
披
大
し
て
全
支
一
杯
に
日
本
の
國
力
と
主
張
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
來
た
。
此
の
秋
、
立
正
安
國
の
組
意
を
承

け
て
國
土
を
護
る
我
黛
の
士
は
奮
っ
て
支
那
に
進
出
し
、
戦
時
は
勿
論
戦
後
に
來
る
支
那
指
導
者
と
し
て
不
惜
身
命
の
布
教
に
給
仕
す
べ

き
で
あ
る
。
此
稿
を
柊
る
に
儲
り
現
在
中
支
に
於
て
活
躍
の
宗
門
人
の
芳
名
を
録
す
る
。

○
軍
部
特
務
部
關
係

河
田
行
誠
外
山
寛
郎
町
田
尭
順
丹
羽
聖
長
瀬
慧
昭

小
崎
龍
雄
百
武
一
虎
五
藤
鳳
山
中
川
義
敬
宇
佐
美
錬
昌

山
崎
一
夫
笠
原
一
夫
佐
野
藏
治
初
山
康
夫
結
城
瑞
光

對
支
布
教
と
我
徒
の
用
意
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末
藤
辨
孝
助
員
後
藤
良
康

摘
筆
に
當
り
「
若
先
國
土
を
安
ん
じ
て
現
當
を
所
ら
ん
と
欲
せ
ば
連
に
怖
慮
を
廻
し
急
で
對
治
を
加
へ
よ
」
と
瓶
訓
を
三
唱
し
て
邪
想

中
國
の
迷
夢
を
覺
醒
せ
し
め
、
以
て
東
洋
の
和
平
、
四
表
の
靜
識
を
耐
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
一
三
、
一
○
、
一
三
）

Ｋ
君
、
お
便
り
拝
見
致
し
ま
し
た
。
教
學
方
面
の
私
見
を
陳
す
べ
き
に
は
、
締
切
が
餘
り
切
迫
し
て
ゐ
ま
す
故
、
取
り
あ
へ
ず
随
想
の

二
三
を
申
上
て
失
職
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

火
野
蕊
平
の
『
麥
と
兵
唯
躍
は
お
讃
み
に
な
り
ま
し
た
か
。
身
延
か
ら
州
征
さ
れ
て
ゐ
る
加
藤
錬
明
師
の
響
か
れ
た
陣
残
英
霊
の
木
碑

晶
一

が
達
筆
で
あ
る
こ
と
の
あ
た
り
か
ら
筆
を
起
し
て
、
徐
州
の
戦
ひ
を
目
の
あ
た
り
に
叙
述
し
た
近
來
の
快
著
、
改
造
祇
の
宣
傳
を
割
引
い

○
中
支
布
教
濫
将

○
從
軍
偲

小
野
瀬
大
勝
阿
蘇
品
淨
温
森
明
頼
木
内
要
英

從
軍
偶

文

文
學
鑿

墨

些

言

ご
ロ

齋
藤
要
輪

二
○
○


